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Ⅲ 事業用運送事業者に対する健康づくりの促進 

死亡運転者数（全国 平成27年） 
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出展：国土交通省「自動車運送事業用自動車事故統計年報」 
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１．事業背景 

244 

127 

62 

55 

・プロドライバーの高齢化により体調急変による事故の増加が懸念される。 



業態別健診受診者構成割合 

製造業 

37,471  

30% 

医療・福祉 

19,203  

15% 

卸売・小売業 

14,289  

11% 

建設業 

11,227  

9% 

運輸業、郵便業 

10,895  

9% 

サービス業 

10,443  

8% 

公務 

4,373  

3% 

生活関連サービス業、娯楽業 

3,247  

3% 

学術研究、専門・技術サービス業 

3,387  

3% 

飲食店・宿泊業 

3,240  

3% 

情報通信業 

1,552  

1% 

農林水産業 

1,301  

1% 

その他 

4,946  

4% 
n=125,574 
 
生活習慣病予防健診、 
事業者健診受診者数の合計 
 

２.業種別健診受診率等について 
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業態別健診受診率（参考） 

23.3% 

41.8% 

43.5% 

43.7% 

44.2% 

51.4% 

52.4% 

53.3% 

54.2% 

54.3% 

55.1% 

57.3% 

58.2% 

58.3% 

63.2% 

67.1% 

70.2% 

76.1% 

86.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

公務 

不動産業、物品賃貸業 

医療・福祉 

サービス業 

飲食店・宿泊業 

教育・学習支援業 

農林水産業 

電気・ガス・熱供給・水道業 

運輸業、郵便業 

三重支部全体 

建設業 

学術研究、専門・技術サービス業 

金融・保険業 

卸売・小売業 

生活関連サービス業、娯楽業 

製造業 

鉱業、採石業、砂利採取業 

情報通信業 

複合サービス業 

使用データ：平成27年度事業所情報リスト 

※上記数値は、当協会が実施する「生活習慣病予防健診受診者」のものであり、事業者健診受診者数は含んでいない。 
 分母は事業所の被保険者数（35歳以上75歳未満）の業態別合計、分子は生活習慣病予防健診受診者数で集計。 
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腹囲リスク BMIリスク 血圧リスク 脂質リスク 代謝リスク 
メタボリスク＋
メタボ予備群 

サービス業 ３１．９％ ２７．６％ ３６．０％ ２８．０％ １４．２％ ２４．８％ 

医療・福祉 ３２．５％ ２７．７％ ３８．６％ ２８．４％ １５．６％ ２５．３％ 

運輸業・郵便業 ３５．９％ ３１．１％ ３９．６％ ３０．３％ １５．６％ ２８．８％ 

卸売・小売業 ３１．９％ ２７．０％ ３７．０％ ２６．５％ １４．２％ ２４．５％ 

建設業 ３３．５％ ２９．１％ ３６．３％ ３０．９％ １５．４％ ２６．７％ 

製造業 ３０．０％ ２５．６％ ３７．５％ ２５．６％ １３．４％ ２２．８％ 

三重支部全体 ３２．３％ ２７．６％ ３７．４％ ２８．０％ １４．４％ ２５．０％ 

対象者数上位6業態リスク保有割合比較 

対象者数上位6業態質問票回答比較 

20才から体重増加 
30分以上の 
運動習慣なし 

1日1時間以上の 
運動未実施 

生活習慣改善 
意思なし 

保健指導希望なし 

サービス業 ３８．５％ ８２．２％ ６９．９％ ３１．７％ ６２．６％ 

医療・福祉 ３６．３％ ８１．３％ ６６．０％ ２７．４％ ６３．３％ 

運輸業・郵便業 ４０．９％ ８３．６％ ７５．４％ ３７．７％ ６６．９％ 

卸売・小売業 ３７．５％ ８３．１％ ７０．２％ ３１．９％ ６３．７％ 

建設業 ４０．７％ ８０．８％ ７１．５％ ３３．３％ ６４．５％ 

製造業 ３４．８％ ８４．９％ ７２．３％ ３７．０％ ６６．２％ 
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３．考察・事業目的 

・運輸業・郵便業の生活習慣病に関連するリスクが三重支部平均を上回る。特に

血圧リスク、メタボリスク保有割合の高さが目立つ。 

 

・生活習慣の改善意思なしと回答した割合が高い。また、30分以上の運動習慣な

しと回答した割合が高い。 

 

・プロドライバーの体調不良に起因する交通事故を防止するため、三重運輸支局、

各事業者団体、協会けんぽ三重支部の連携により、事業規模や事業形態に応じた

効率的かつ効果的な健康管理対策を更に推進する。 

 

・三重県トラック、バス、タクシー協会所属の事業所約1,100社、ドライバー数

約25,000人の健康増進を図る。 



４．協定先 
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国土交通省中部運輸局 
三重運輸支局 

公益社団法人 
三重県バス協会 

一般社団法人 
三重県タクシー協会 

全国健康保険協会 
三重支部 

一般社団法人 
三重県トラック協会 

平成29年5月23日締結式の様子 

・中部運輸局三重運輸支局から県記者クラブへプレスリリース 

・ＮＨＫニュースで3回放映 

・中部経済新聞地方版に記事掲載 
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５.中部運輸局が目指す健康管理支援事業 
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学習 
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医療・ 

福祉 
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サービス 

事業 

サービス業 公務 

平成30年目標 
業種別トップ！！ 

保健指導実施率（6か月後評価） 

健康管理支援事業 

活力ある組織作りと従業員の健康の維持・増進のために特定保健指導を活用しましょう！ 

特定保健指導とは・・・・健診結果データに基づき、生活習慣（メタボリックシンドローム）の危険度が高いと判断さ
れる従業員（ドライバー）に対し、保健師や管理栄養士がサポート（健康相談）を行う。 

メタボリックシンドローム 
該当者の減少 

①脳卒中や心疾患によるドライバーの突然の発病、 
入院、死亡といった企業経営リスク低減 
②ドライバーの生活の質が向上 
③生活習慣病関連の医療費の増加抑止 

〈参考〉 
平成28年12月1日に開催された中部ブロック事業用自動車安全対策会議において目標設定 
第2ステップ（特定健診・特定保健指導の活用） 
・特定保健指導の受診率：業種別でトップ（平成30年目標） 
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６.事業連携・協力 

・健康宣言事業所の拡充 
 指導監督局の方針のもと、中部運輸局三重運輸支局主催の事業主を対象とした研修会事業所  
 訪問等により、健康宣言事業所の拡充を図る。 

 ・ 健診受診率、保健指導実施率の向上 
  健診・保健指導未実施者がいる事業所ごとに、健診未受診によるデメリットを提示。 
  中部運輸局三重運輸支局、団体（トラック協会、タクシー協会、バス協会）、事業主、協会 
  けんぽ、連名で特定健診・保健指導の受診勧奨を実施することにより、実施率の向上を目指す。 

  職種や年齢等、データ分析によるポイントを絞った効果的な受診勧奨を実施することで、無関心層の興味を 
 引き出し、受診率向上につなげる。 
  特定保健指導を断った事業所に対して、中部運輸局三重運輸支局との協力連携を仰ぐことで、特定保健 
 指導率が向上する。 

 ・ 医療費の抑制策 

  健診受診率、特定保健指導実施率が向上することで、全体の医療費の削減が見込まれる。 
   業界の若年層（３５歳未満）への事業者健診による保健指導や健康相談を重点的に実施し、35 
 歳到達による健康度の効果検証を実験的に実施する。 

 ・ 事故発生率の低下 

  近年、運転中の脳疾患の発症、疲労の蓄積が原因とする事故が多く発生しており、事業所全体で健康づく 
 りに取り組むことで、事故率の動向を検証する。 

 ・ 営業成績の向上 

  健康に取り組む姿勢を外部に発信することで、企業のイメージアップに繋げる。 
  また、優秀な人材の確保、優良な取引先との新規契約が見込め、健康度が高まることで従業員の生産性 
 や、事業の功績の動向を検証する。 


